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STUDY ON EFFECTIVENESS OF CARMOFUR  (MIFUROL1 
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   This study was carried out to evaluate the effects of carmofur (Mifurol®), masked compound 
of 5-fluorouracil (5-FU), in preventing postoperative recurrence of urogenital carcinoma (especially 
in bladder cancer). Carmofur was given orally at the dose of 300-600 mg/day to 134 patients 
(90 males and 44 females) after the resection. Out of 134 patients, 121 patients were evaluable and 
the rate of their recurrence was 10.7%. The rate of cumulative nonrecurrence for 65 patients it 
was 96.0, 73.0 and 60.8% in 1, 2 and 3 years, respectively. The group of curative resection de-
monstrated a. higher cumulative nonrecurrence rate than that of noncurative or palliative resection 
group. In considering the resection methods, transurethral resection of bladder tumor group 
demonstrated a higher rate than partial or total cystectomy. 
   The average concentration of 5-FU in serum was 0.65 lsg/ml at 120 minutes after oral 
administration of 200 mg of carmofur. Moreover, the concentration of 5-FU (1535 pg/ml) in urine 
was higher than that of carmofur. 
   The rate of side effects that appeared was 19.6%. The side effects were hot feeling (12.2%), 
pollakisuria (4.3%), anorexia (4.3%), an antabuse-like reaction by drinking (3.8%) and so on. 
   These results were similar to those already reported. 




積 している.即ち,い かに再発を抑制するか,ま た,
進行癌に対する術後の予後をいかに改善するかが大き
tawek 
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西 尾 ・ほか:Carmofur・膀 胱 癌 ・再 発率
　われわれはこれらのうち化学療法剤による再発予後
を検討する目的でFU系 薬剤のなかで特に大腸癌,




























　原則的 にはcarmofur単独投与 としたが,止 むを
得ず他剤と併用した場合がある.
投与量と背景因子の関連性
　 L術 式 別 投 与 量(Table　3)
　 1日 投与 量 と して300mgが70例 と全体 の52.2%
を 占 め,600mgは58例(43.3%)で あ った.術 式別
で は300mg投 与 が45例,400　mg投 与 を 加 え て51例
(63・　8%)とTUR-Btに600　 mg以 下 の投 与量 の例
Table　1.　Sex　and　age　distribution　f the　patients　group
　 　 　 　 　 in　various　urogenital　carcinoma
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (No,　of　pat「ont5)







































































Total 59 35 6 23 口 134
皐 二2case5躍TUC
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　 　 　 　 　 operative　　method,




































































　 　 　 　 　 grade,　administration　periods.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (No.　ef　patlents)
























































含 まれ て い る.
　 投 与量 別 再 発 の 有 無(Table　4)に っ い て は300
mg投 与 例 で66例中6例(9.1%),600　mg投 与例 で
は49例中6例(12.2%)で あ った,
　 さ らに,根 治 度 別 再 発 の有 無(Table　4)で は 治癒
58例中5例(8.6%),非 治 癒35例 中4例(11.4%),
姑息5例 中1例(20%)に 再 発 を認 め た.治 癒 例 に お
け る再 発 率 は 少 な か った.
　 つ ぎ に,術 後2ヵ 月 以 内に 投 薬 が 開 始 され た65症例
に っ い てKaplan・・Meier渕こ よ って累 積 非 再 発 率 を
求め た.1年,2年,3年 の累 積 非再 発 率 はそ れ ぞれ
96.0%,73.0%,60.8%であ った(Fig.1).また い
くつ か の背 景 因 子 別 に み る と,
　 1.術 式 別 累 積非 再 発 率(Fig.2)
　 2年累 積 非 再 発 率 はTUR-Bt例 で76.9%,全摘 除術
例+部 分 切 除 術 例 で61.1%であ った.ま たTUR・Bt
例 の3年 累 積 非再 発 率 は64・　1ge6であ った.
　 2.Grade別 累 積非 再 発 率(Fig.3)
　 Go～2を1群,　 G3をII群 に分 け て み る と2年
累積 非 再 発 率 は1群 で70.7%,II群で75.0%,3年
で は1群53.0%,II群75.0%で あ った.
　 3.根 治 度 別 累積 非 再 発 率(Fig.4)
　 治 癒 例,非 治 癒 例 の2年,3年 累 積非 再 発 率 はそ れ
ぞれ79.7%,67.5%であ り,治 癒 例 の累 積 非 再 発 率 が
高 か った.




















































































　　4.併 用 薬 剤 の 有 無 別累 積 非再 発 率(Fig.5)
　 併 用 薬(diacctyl-glucaro-(!,4)(6,3)dilact。ne,





















　 　 　 Ilca5●5
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3(Y●ar5)



















　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Perbds　after　operat「on
Fig.5.　Cumulativc　non-recurrence　rate　with　or　without　combination　drugs
血　中　濃　度
　 入 院 患者6名 に つ い てcarmofur(ミフ ロール⑫)
200mg経 口投 与 後,30分,60分,90分,120分に採 血
し,得 られ た 血 清 中 の ミフ ロー ル 画分 お よび5・FU
濃 度 をchemical　assay法に て測 定 した.6例 の 平 均
値 は5・FU濃 度 に お い て30分 後0.09　mcg/mlを示
し,以 後 漸 次 増 加 し,120分に は0.65mcg!m1と高値
を示 した.ミ フ ロー ル画 分 もほ ぼ パ ラ レル に推 移 した
(Fig.6).
尿　中　濃　度
　 9名 の患 者 にcarmofur(ミフ ローnル⑪)200　mgを
経 口投 与 し,各 々の 時 間 に採 尿 した 尿 に つ い て 尿 中 の
ミフ ロー ル画 分 お よび5-FU濃 度 をchclnical　ssay
法 に て測 定 した結 果,傾 向 と して ミフ ロ ール画 分 よ り
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Fig.6.　Concentration　of　5・FU　and　Mifurol　in
　 　 　 　 serum　after　oral　administration　f Mi・
　 　 　 　 furol(Mean　of　6　patients)
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副　　作　　用
　 全症 例184例中36例(19.6%)に薬 剤 に よ る と考 え
られ る副 作 用 が 認 め られ た.副 作 用 の種 類 は(Table
5)に示す 如 く,尿 意 頻 数4.3%ot熱感2.2%,排 尿 痛
1.6%,消化 器 系 と して食 欲不 振4.3%,腹 痛1.6%,
腹 部不 快 感0.5%,嘔気 ・嘔 吐O・　5%な どが あ り,飲 酒
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Fig.7.　Concentration　of　5-FU　and　Mifurol　in
　 　 　 　 urine　after　oral　administration　of　Mi-




















































































告17""19)に類似 してお り,本研究の成果を裏付け る一
因と考えている.
　 またcarmofur投与後,任 意の時間に採尿した尿
中の ミフロール繭分と5-FUの濃度を対比す る と,














　 泌尿 器 系 腫 瘍(膀 胱 腫 瘍)の 術 後再 発 予 防 に 対す る
5・FUのmasked　compoundであ るcarmofur(ミ
フ ロー ル⑫)の 効果 を検 討 し,以 下 の結 果 を 得 た.
　 !.134例(男性90例,女 性44例)を 対象 に 術 後 に
carmofur(ミフ ロー ル②)300～600　mg/日を 連 周経 口
投 与 した.
　 2.解 析 対 象 と した121例の再 発 率 は10.7%であ っ
た.
　 3.術 後2ヵ 月以 内に投 薬 が 開 始 され た65例につ い
て の1年,2年,3年 累 積 非再 発 率 は そ れ ぞ れ96.0
%,73.O%`60。8%であ った.根 治度 別 で は 治癒 例 群
〉 非 治 癒 例 群,術 式 別 ではTUR-Bt例 群 〉 部分 お よ
び全 摘 除 術 例 群 の よ うに累 積 非再 発 率が 高 か った.
　 4,Carmofur(ミフ ロ ールco)200　mg経 口投 与 後
の血 中5-FU濃 度 は 徐 々 に増 加 し,120分 後 で 平 均
0.65μg/m1を示 した 。 ま た 尿 中5-FU濃 度 は15～
35μg/mlとミフ ロー ル画 分 濃 度 よ り高 か った.
　 5.副 作 用 発 現 率 は19.　6%で,熱 感(2.2%),尿意
頻 数(4.3%),食欲 不 振@3%),飲 酒 に よるanta・
buse様症状(3.8AO)など,他 の報 告 と同 様 で あ っ
た.
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